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事業名 事業 事業
一般国道３６３号 瀬戸バイパス 区分 一般国道 主体 愛知県

せと

起終点 延長
自：愛知県瀬戸市 広之田町 ２．０ km

せとし ひろのたちょう

至：愛知県瀬戸市 白岩町
せとし しろいわちょう

事業概要 一般国道３６３号は、愛知県名古屋市から岐阜県中津川市に至る、延長約７３ｋｍの主要
な幹線道路であるとともに、沿線の生活を支える生活道路である。瀬戸バイパスは、東海環状自動車道瀬
戸北ＩＣへのアクセスであるとともに、現道の混雑緩和、円滑な交通の確保を目的とした延長２．０ｋｍ
の４車線及び２車線道路である。
Ｈ７年度事業化 Ｈ３年度都市計画決定 Ｈ７年度用地着手 Ｈ１３年度工事着手

全体事業費 ５０億円 事業進捗率 ７１％ 供用済延長 ０．６km
計画交通量 ４，４００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ２．０ 11 / 21 億円 42 / 42 億円 平成１６年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：41 / 41億円事 業 費：10 / 20
1億円 走行費用減少便益： 0 / 0億円(残事業) ３．８ 維持管理費： 1 /

交通事故減少便益： 1 / 1億円
事業の効果等
・災害への備え（緊急輸送道路ネットワーク計画に位置づけがある）
・都市の再生（都市再生プロジェクトを支援する事業である）
関係する地方公共団体等の意見
国道３６３号瀬戸バイパスは、東海環状自動車道瀬戸北ＩＣへのアクセスや、現道の交通混雑の緩和に

重要な役割を果たすことが期待されており、尾東４市議員連絡協議会等より早期整備の要望（平成１６年
度）を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
今年度瀬戸北ＩＣが供用されることにより交通量増加が見込まれ、岐阜県方面からの交通の円滑化円滑

化と安全性の確保を図るため、早期の整備が期待されている
事業の進捗状況、残事業の内容等
事業費が順調に確保できず用地買収に時間を要したことなどから、期間を要したが、平成１６年度末ま

でに０．６ｋｍを供用する予定である。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
残区間の用地買収及び埋蔵文化財調査を計画的に進め、平成２１年度に全線を供用する予定である。

施設の構造や工法の変更等
二次製品や再生資源の活用などにより、コスト縮減を図っている。あわせて 「あいくる材」の積極的、

な活用などにより環境負荷の低減に努めている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性が増大しており、事業効果が期待される。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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